平成３０年度　第1回学校運営協議会記録
日　　時：平成３０年６月６日（水）　１０：００～１２：００
場　　所：校長室

○　開　　会　　　本協議会の成立確認　　配付資料確認
○　学校長あいさつ　　　

　　
○　協議会委員紹介　　　
　　・後上　鐵夫　　大阪体育大学教育学部教授　兼　社会貢献センター長
　　・松尾　達子　　泉大津公共職業安定所　専門援助部門　統括職業指導官
　　・阪下　誠　　　和泉市教育委員会事務局　学校教育部　指導室　人権教育担当課長
　　・南　三郎　　　和泉市池上校区会長　連合会長
　　・石田　絹子　　大阪府立和泉支援学校ＰＴＡ元副会長
　　・藤井　彰人    大阪府立和泉支援学校ＰＴＡ会長
　　
· 事務局員紹介　　校長、教頭、事務長、首席、各部主事
· 会長選出　　　　後上委員を選出

· 会長挨拶
· 協　　議
【1】 学校見学　　各部主事による案内
【2】 学校運営協議会実施要項
○今年度から「学校運営協議会」になる。中央教育行政の組織及び運営に関する法律が平成29年4月1日に改正されたことにより、大阪府が教育委員会規則を新たに改正して平成30年度から大阪府立学校全校に学校運営協議会を設置することになった。そのため、実施要項の説明と確認をしていただきたい。これまでの要項とどこが違うのかというところですが、3点違いがある。①学校経営計画に関する事項について意見ができる。②学校経営計画を承認する。③職員の採用その他の任用について意見をできる。ただし、特定個人に対する意見はできない。
○任期については、30年度から1年目ということで良いか。

○その通りです。また平成30年度の学校経営計画については、平成29年度中に作成したものであり、すでに実施されているので、承認が必要になるのは平成31年度の学校経営計画になる。

【３】学校経営計画について　　校長より報告　

〈質問・意見等〉

○平成30年度の学校経営計画について説明いただき、今年度は承認ではなくご意見をいただきます。
○目指す学校像を示しているのが表面になる。5～10年先の目標である。中期的目標については、3年スパンと考えている。中期的目標については、4本柱で考えている。裏面には今年1年の重点目標を示している。評価指標については数値目標を入れている。
○昨年と比較して、今年度、重点的に取り組みたい内容はどれか。中期的目標に4本柱があるが優先順位はつけているか。また、その中身についても優先順位はあるか。

○それぞれ項目が違うので、優先というより、それぞれ目標を達成もしくは継続していきたい。数値目標に照らして達成していきたい。全ての項目で達成することを目的としているが、その中でも、特にということであれば、アレルギー対応についてである。これについては1件でも生起してはならないと考えている。
○項目を分けている中でも、これは100%達成したいという項目はあるか。ひとつでも100%できれば来年度からその項目を削り、新たな項目を入れることができる。残りの項目は継続で取り組めばいい。全てを達成しようとして全てが中途半端になりかねない。

○できてないから項目に入れている。達成できていないところは継続して取り組む。それぞれの項目で達成することを目標としており、ひとつにすることは難しいと考えている。
○交流及び共同学習について、新しい学習指導要領では居住地交流の重点が言われている。居住地交流について具体的に考えているか。

○相手校に任せきりでなく、本校の協力も手厚くしていく。ただ、反面、本校が手薄になることとバランスをとりながら推進していきたい。

○新しい学習指導要領では、地域の学校の支援学級で自立活動に取り組むとある。そういった面でも支援学校の教員が地域の学校に出向くのは有効である。

○小学校入学支援カードについて、小学校側の本音として「いい物なのはわかっているがどうやって活用すればいいのだろう。」という声がある「新入生100名に使ってみて100通りの支援の必要性が出てきたとき、どうやって対応したら良いのだろう。」という疑問もある。学校にとっても児童にとってもどういったメリットがあるということがわかるような活用マニュアルのようなものがあれば助かる。今後も連携していきたい。
○合理的配慮の明記についてあるが、明記するには保護者との合意形成が必要である。どういった方法で行っているか。

○保護者との面談、懇談で保護者の思いを聞き、きめ細かく行っている。他に何か方法があればお聞かせいただきたい。
○保護者から、あれもして欲しいこれもして欲しいといった要望が出てくることがあるが、全てできるとは限らない。できることできないことを精査し、今年できること明記すればよい。保護者にはサインをもらい、サインをもらうことで承認したという合意形成をすることが必要である。

○その通りです。ありがとうございます。

○卒業後3年間の離職率12%以内とあるが、具体的な方策はあるか。

○就労・生活支援センターの統計では1年スパンのものもあるが、本校では3年と考えている。昨年度、組織改変し、就労の支援をしている進路指導部を卒業生の参加する同窓会の担当とした。ただ、就労は本人とのマッチングがあると考えている。職種の変更など、前向きな離職はあるものだとも考えている。
○就労と障害者職業能力開発校についての、数値目標は単年度なのか毎年同じなのか聞きたい。卒業年度の人数によって変わってくると思うので数値目標は必要ないのではないか。また、離職率については、作業所（事業所）についても含んでいるのか。

○今年度の数値目標で年度によって変動する。離職率については、就職者についてとなります。
【４】授業参観アンケートについて　　校長より報告　　

○参観日の授業について、保護者に記入いただくものとなる。府の条例に基づき行う。校長がアンケートを集計し、授業改善に努めていく。
【５】使用教科書について　　　教頭より報告
〈質問・意見等〉
○現在、使用している教科書の確認となる。教科書使用もしながら、生徒の実態に合わせた教材を用意し、授業展開している。
○会長まとめ

○学校長お礼
○次回連絡　平成３０年１１月１４日（水）１０：００～１２：００
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